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数センチメートル角の基板（チップ）上に、接触ピ
ンを用い数十マイクロメートルのスポット径で、
DNA・蛋白質溶液を数百～数千個を所定の配列どお
りコンピューター制御で転写スポット（マイクロアレ
イ）し、DNAや蛋白質の集積チップを作成する装置。
蛋白質チップに不可欠とされる高精度な連続スポ
ット精度と三次元構造スポットを独自のスクリュー
ピンと接圧制御機構により達成し、さらに変質･劣
化が早い蛋白質に対して、サンプル蒸発防止機構・
酸素濃度調整機構・湿度コントロール機構を装備
し、これらを組み合わせることでこれまで困難とさ
れていた蛋白質チップの安定作成を可能にし、ポス
トゲノムのターゲットとなる蛋白質の機能解析を網
羅的にできる技術に道を拓く。

差圧力キャンセル構造の、大型液晶ディスプレ
イ製造装置向け大型ゲートバルブ。従来型バルブ
に作用していた差圧力がほとんど弁板に加わらな
いようにした。
液晶の大型化に伴って、製造装置に使用されて
いる矩形ゲートバルブの弁板に作用するシールの
ための差圧力は、開口400×2700ミリメートル
で約12トンにもなり、従来構造では、外形寸法
の大型化、重量の増大およびコストアップにつな
がり、安定したシール性能の確保が難しかった。
このため、シール構造を片面に押し付ける構造で
はなく、両面に押し付け差圧をキャンセルする構
造にすることで、シール駆動力を従来の12トン
から1/3の3.5トンに軽減させ、小型化・軽量
化・コストダウンを実現した。

［優　秀　賞］ 差圧キャンセル式大型ゲートバルブ「ＧＡＲＩＶＡ」
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